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１．研究計画の概要 
 本研究は、これまで明らかにされてこなか
った朝鮮半島における「植民地下の余暇性を
伴う住空間の形成」を、名所型住宅地、別荘
地の開発実態とその生活像から調査研究し、
韓国と日本の近代建築史・都市史の新しい一
面を示す。そして、その歴史的空間の未来へ
の継承方法を検討するものである。 
 この研究目的を明らかにするために、国内
外で文献調査を実施し、韓国での現地調査を
行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまで日本国内、韓国において現地調査
ならびに文献調査を実施して来た。いくつか
の研究上の重要な観点から研究の進展が見
られたため、下記に記すような学術発表など
を日本と韓国で行ってきている。 
  
３．現在までの達成度 
 おおよその概況把握は進捗し、個別事例に
ついても 1930 年代の開発として最も典型例
の研究が進展した。これらの研究成果を発表
することにより、国内外における朝鮮半島の
住宅地研究の学術状況に貢献したと考えて
いる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 住宅地形成と名所形成の関係性をもう少
し多様に把握したい。従来から指摘されてき
た良好な生活環境への希求や、価格面などの
住宅問題への解決策としての側面ばかりが
郊外住宅地研究では指摘されてきたが、そう
ではなく、1930 年代の植民地下の朝鮮半島に
おいてこそ見出される住宅地開発現象とし
ての展開を、文献調査と現地調査から押さえ

ていきたい。 
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